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1 論文の概要と構成 
 
本研究の狙いは、製品開発（product development：PD）の現地化に対して政府の政策がい
かなる影響を及ぼすか把握することにある。具体的には、進出地域で競争優位を創出すること
を目的とした、多国籍自動車メーカーの製品開発の現地化への取り組みが検討される。競争優
位に関する理論としては、ポータ （ー1998）のダイヤモンドモデルが有名だが、このモデルは、
政府が産業政策を通していかに意図的に産業クラスターを形成していくのかという問題につ
いては言及していない。 
そこで本論文では、日米欧の三極いずれかに本社を置き、かつブラジルに拠点を設けている
自動車メーカーを対象に製品開発と政府の政策の連関性を分析する。そして先行研究で得られ
た知見を基に、ブラジル自動車業界における２つの特徴的な企業グループ（ファースト・カマ
ーとして 1950 年代からブラジルに進出した自動車メーカーと 1980 年代以降進出したニュー
カマー）に対してアンケート調査、インタヴュー調査を行い、これら 2 つのグループが異なる
製品開発戦略（中央集権的・非中央集権的）を採択した点とその理由を明らかにし、ブラジル
という地理的条件が持つ比較優位性を検証する。また、その地域の競争優位性と政府の政策の
相互連関性の分析もあわせ行っている。 
 
 本論文の章別構成は以下のとおりである。 
 
第１章. はじめに 
第２章 先行研究の紹介 
第 3 章 研究方法 
第 4 章. ブラジルの地域的競争力優位性分析 
第 5 章. ブラジル自動車産業分析 
第６章. 結論 
 
 第１章では、本論文の趣旨説明、本論文の問題設定、調査目的が明示される。続いて第２章
では先行研究の検討が行われる。製品開発・製品開発能力・産業立地・産業クラスターの諸理
論を検討した後で、ポーターのダイヤモンド理論、朽木のフリーチャート・アプローチを基に
研究課題を設定する。 
そして第３章では、前者で論じられる立地がもたらす競争優位（需用条件、要素条件、企業
の戦略、構造、競争相手、関連裾野産業）、ならびに後者が指摘している産業クラスター政策
 1
（形成、発展そして産業クラスターにおけるイノベーション）が取り上げている独立変数に着
目し、その背後にある因果関係、そしてそれが製品開発に及ぼす影響を検証する。具体的には、
ブラジルを対象にそこに子会社を設置している日欧米各社に焦点をあてて、上記の課題を聴き
取り調査にもとづいて分析する。 
 第４章は、ブラジルの自動車メーカーをファースト・カマ－とニュー・カーマーとに分類し
て、この 2 つのグループの開発戦略の相違をする。ファースト・カマーとは、1950 年代から
ブラジルに進出し、現在ブラジル自動車市場の 75％を独占しているフィアット、GM、VW、
フォードの欧米 4 社であり、ニュー・カマーとは、1970 年代以降ブラジル市場に進出した日
系各社を含む 13 社で、残り 25％のブラジル市場を彼らがわけあっている状況である。そして
これらの 2 類型の企業の自動車製品開発における競争力をエンジン開発、現地素材開発、関連
裾野産業などとの関連で分析している。 
第 5 章では、ファースト・カマー 、ニュー・カマー8 社を対象に 38 回にわたるインタビュー
調査を実施し、それにもとづいて競争優位条件の個別検討を実施している。それによれば、フ
ァースト・カマーがブラジル及びその周辺地域の需要への適応を目的とした製品戦略を採用し、
製品開発権限を現地に委譲しているのに対して、ニュー・カマーは、製品開発権限を中央集権
化し、世界で同一生産を実施しているという点である。したがって、政府に対しては、ファー
スト・カマーが産業クラスターを形成し、イノベーションを誘発するために中小企業支援策を
強く希望するのに対して、ニュー・カマーは、競争優位を獲得するためのインフラ整備を強く
要請するのである。こうした相違を織り込んだ奨励政策をブラジル政府は展開しているのであ
る。 
 第６章は第１章から第 5 章までの要約と結語が述べられている。 
 
2. 論文の特徴と評価 
 
 本研究は、近年躍進目覚ましいブラジル自動車産業に焦点を当てて、その躍進の秘密とブラ
ジル自動車産業の機能変化を論じている。とりわけファースト・カマーと呼ばれる GM ,フォ
ード、VW、フィアットが採用している、ブラジルでの開発途上国向け車種設計移譲問題を検
討した点にある。その点と関連して、立地がもたらす競争優位の影響と、研究・開発の現地へ
の権限委譲に政策が及ぼす影響を取り上げ、その意味をアンケート調査及びヒヤリングを通じ
て具体化した点にある。特に振興目覚ましいブラジル自動車産業に注目し、現地での研究開発
投資が促進されるための諸条件の組み合わせに関して実証的に証明した点にある。その意味で
は、自動車産業の現地開発問題での新しい傾向に一石を投じた論文だということができよう。 
 もっとも、こうした新しい傾向をたくみに把握して、その特徴を摘出した点は、大いに評価
できるが、しかし、それゆえに生まれた問題も少なくない。一つは、なぜブラジルを事例に選
択したのか、という点である。開発途上国向けの車体設計を行う国は、何もブラジルだけでは
ない。南アフリカ、タイ、インドなどそうした役割を演じている国は少なくない。そうした中
で、なぜブラジルを取り上げたのか、という問いは本論文と関連して本質的な意味をもとう。
また、こうしたブラジルと同様の役割と機能を有する国の自動車開発の実態と政策を比較する
こともこれからの課題として意味を持とう。この点と関連して、企業戦略や企業文化を織り込
んだ諸要素の分析も重要な意味を有するといえるだろう。こうした点の継続的研究が今後の課
題となるであろう。 
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3. 結論 
 
我々審査委員は指宿有吾が提出した学位請求論文を慎重に査読し、 2011 年 3 月 7 日に
面接試験を実施した。この面接を踏まえ総合的に分析した結果、その高い問題意識、研究
能力、研究成果の諸点からみて、審査委員は、全員一致で、本論文が早稲田大学博士（学
術）に該当するものであると判断した。 
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